
日韓合同 IT セミナー2018 開催報告 

 平成 30 年 9 月 4 日（火）、韓国ソウル COEX コンベンションセンターにて毎年、韓国情報産業聯合会（FKII)

と開催している「日韓合同 IT セミナー」を開催した。参加者は約 80 名。今年のテーマは「Blockchain&Fintech 

Driving Disruptive Innovation」の両国のビジネス動向と事例紹介を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず FKII の会長 Sang-Hyun Lee 氏、JISA からは浜野一典副会長・グローバルビジネス委員長より挨拶が

あった。当セミナーでは FKII、JISA から 3 名ずつ日韓の講師が講演した。講演概要は下記の通り（講演題は英

題より事務局が翻訳）。 

 

◆順天郷大学校 教授 Hyuk-Joon Kwon 氏 

「日韓における Fintech・ブロックチェーンのエコシステムと日韓の協力の展望について 

（原題：Industry of Blockchain/Fintech Between Korea & Japan and Cooperation）」 

韓国政府や企業が Blockchain や DLT（Distributed Ledger Technology：分散台帳技術）に積極的であり、金

融分野においてはこの技術を通じて世界中でコンソーシアムができ、1 つのプラットフォームができてきている

ことについてご講演頂いた。 

 

◆（株）NTT データ 金融事業推進部デジタル戦略推進部企画担当部長 赤羽喜治氏 

「Blockchain の普及として：貿易分野における挑戦と展望 

（原題：The Widespread Adoption of Blockchain:Challenges and Future Prospects in Trade Business）」 

NTT データは長年 NACCS という貿易システムを取り扱っており、Blockchain の利点を活かし、未だに紙文

化の色濃く残る貿易業界へ 14 社でコンソーシアムを組み、新たな貿易システムへ挑戦している、という事例を

ご講演頂いた。 

 

◆GLOSFER General Manager Bo-kyu Kim 氏 

「ブロックチェーンにおける金融マーケットの概観（原題：Finance Market Outlook with Blockchain）」 

 IOC（仮想通貨）投資の増加などを例に、従来の金融マーケットが変わっているとのことを説明。特に韓国で

は地域の仮想通貨がチェジュ島などの観光地でも使用されており、韓国の自治体も積極的であるということをご

講演頂いた。 

 

◆（株）野村総合研究所 金融ＩＴイノベーション事業本部 上級研究員 田中達雄氏 

「ロボ・アドバイザーの潮流と日本の動向（原題：The robot adviser trend and Japan’s directions）」 



 ラップ商品をインターネットで販売するロボ･アドバイザーについてのビジネスモデル及び世界で活躍するベ

ンチャー企業のご紹介を頂いた。特に「ゴールベース」と呼ばれる、住居の購入などといった目標を据え、人・

ロボアドバイザー・AI といった技術を組み合わせた新しいハイブリッドな技術の形をご講演頂いた。 

 

◆Daily Intelligence Inc.  Hang-Jin Kim 氏 

「Blockchain の遂行メソッドと事例（原題：Blockchain:Implemantation Method&Case）」 

 プライベート・パブリックな Blockchain の説明の後、韓国におけるパブリック Blockchain のビジネス展開の

事例をご講演頂いた。 

 

◆一般社団法人 Fintech 協会 分科会事務局長  

渥美坂井法律事務所 パートナー 落合孝文氏 

「日本の Fintech 動向と銀行 API について（Movement on Fintech And Financial APIs in Japan）」 

 Fintech 協会に参加する日本のマネーフォーワードや freee といった Fintech 事業者をご紹介いただいた後、

日本の銀行法における API の公開についての銀行側の義務や Fintech 事業者による自主規制・現在の動向につい

てご講演頂いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：NTT データ赤羽氏 右上：NTT データが制作した Blockchain についての著書（セミナー内で配布） 

左下：野村総合研究所田中氏 右下：Fintech 協会・渥美坂井法律事務所落合氏 

 

セミナー終了後、多くの韓国側参加者が日本側講演者へ質問、名刺交換が行われ、幕を閉じた。その後、場所

を変え、FKII と JISA とで懇親会が行われ、これからも日本と韓国両国での情報交流の場を継続していくことの

重要さを確認した。 

(會木) 


